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水
道
分
散
型
シ
ス
テ
ム
で
指
標

水
道
分
散
型
シ
ス
テ
ム
で
指
標

国
交
省

検
討
委

優
先
的
に
導
入
す
る
地
域
選
定

全
管
連
事
務
局
研
修
会
で
交
流

地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
展
開

国
土
交
通
省
は
２
月
９

日
、
東
京
・
中
央
区
の
Ｔ
Ｋ

Ｐ
東
京
駅
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

セ
ン
タ
ー
で
第
２
回
「
水
道

事
業
に
お
け
る
分
散
型
シ
ス

テ
ム
の
導
入
手
引
き
検
討
委

員
会
」
（
座
長
・
伊
藤
禎
彦

京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
教
授
）
を
開
き
、
導
入
の

手
引
き
の
骨
子
を
打
ち
出
し

た
。
優
先
的
に
検
討
す
る
地

域
を
選
定
す
る
指
標
な
ど
を

盛
り
込
ん
で
い
る
。

人
口
減
少
社
会
に
伴
い
水

の
供
給
体
制
を
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
適
正
規
模
に
見
直

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
た
め
国
交
省
は
中

山
間
地
や
過
疎
地
な
ど
へ
の

分
散
型
シ
ス
テ
ム
の
導
入
促

進
に
向
け
て
同
検
討
委
を
設

置
し
た
。

当
日
は
国
交
省
の
筒
井
誠

二
水
道
事
業
課
長
が
あ
い
さ

つ
に
立
ち
「
本
日
は
集
約
型

と
分
散
型
の
比
較
検
討
手
法

や
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
、
手
引

き
の
骨
子
案
に
つ
い
て
議
論

し
て
い
た
だ
く
。
皆
さ
ま
の

貴
重
な
知
見
を
賜
り
た
い
」

と
積
極
的
な
意
見
交
換
を
促

し
た
。

ま
た
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
の

伊
藤
座
長
が
「
社
会
的
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
、
水
道
事
業
体

の
羅
針
盤
と
な
る
よ
う
な
手

引
き
を
作
成
し
た
い
」
と
述

べ
、一
層
の
協
力
を
求
め
た
。

手
引
き
の
骨
子
は
①
目
的

と
定
義
②
分
散
型
シ
ス
テ
ム

の
導
入
を
優
先
的
に
検
討
す

べ
き
地
域
の
選
定
③
導
入
可

能
な
給
水
方
法
の
候
補
の
検

討
④
各
給
水
方
法
の
比
較
⑤

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
⑥
実
際
の

検
討
・
導
入
事
例
⑦
導
入
に

あ
た
っ
て
の
各
種
手
続
き
・

留
意
事
項
―
―
な
ど
で
構

成
。
分
散
型
シ
ス
テ
ム
の
導

入
を
優
先
的
に
検
討
す
べ
き

地
域
の
選
定
で
は
①
現
在
ま

た
は
将
来
の
給
水
人
口
が
１

０
０
人
以
下
②
単
位
人
口
管

路
延
長
が
１
人
あ
た
り
３０
ｍ

以
上
③
法
定
耐
用
年
数
超
過

管
路
率
が
５０
％
以
上
ま
た
は

未
把
握
―
―
な
ど
を
指
標
と

し
て
い
る
。

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
（
藤
川
幸
造
会
長
）
は
２
月
１３
日
、
東
京
・
豊
島
区
の
ホ
テ
ル
ベ
ル
ク
ラ
シ

ッ
ク
東
京
で
第
５９
回
事
務
局
研
修
会
を
開
催
し
た
。
管
工
事
業
界
が
健
全
に
成
長
し
、
優
秀
な
技
術
者
・
技
能
者

を
育
成
す
る
に
は
賃
金
や
労
働
環
境
の
改
善
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
導
入
さ
れ
た
建
設
労
務
費
の

基
準
な
ど
を
熱
心
に
学
び
、
認
識
と
交
流
を
深
め
た
。
組
合
員
の
声
を
的
確
に
把
握
し
、
活
発
な
情
報
発
信
や
関

係
機
関
と
の
調
整
を
行
う
要
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

研
修
会
に
は
全
国
の
傘
下

団
体
か
ら
約
９０
名
が
出
席
、

阿
蘇
千
寿
子
総
務
課
長
の
司

会
で
進
め
ら

れ
た
。
冒

頭
、
藤
川
会

長
が
あ
い
さ

つ
に
立
ち

「
平
素
か
ら

地
域
に
根
ざ

し
た
組
合
活

動
の
最
前
線

で
多
岐
に
わ

た
る
業
務
に

尽
力
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ま
に
深

く
敬
意
を
表
す
る
。
管
工
事

業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
資

材
価
格
の
高
騰
や
深
刻
な
人

手
不
足
、
働
き
方
改
革
へ
の

対
応
な
ど
依
然
と
し
て
大
き

な
変
革
期
に
あ
る
。
業
界
が

健
全
に
成
長
し
、
優
秀
な
技

術
者
・
技
能
者
を
育
成
す
る

に
は
賃
金
や
労
働
環
境
の
改

善
が
不
可
欠
だ
。
こ
う
し
た

中
、
事
務
局
の
役
割
は
関
係

機
関
と
の
調
整
や
情
報
発
信

を
行
う
要
と
し
て
こ
れ
ま
で

以
上
に
重
要
性
を
増
し
て
い

る
。
本
日
は
実
務
に
直
結
す

る
テ
ー
マ
を
通
じ
て
知
識
や

課
題
を
共
有
し
、
参
加
者
相

互
の
交
流
を
深
め
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

事
例
発
表
で
は
近
藤
陽
介

国
土
交
通
省
不
動
産
・
建
設

経
済
局
建
設
振
興
課
専
門
工

事
業
・
建
設
関
連
産
業
振
興

室
長
が
「
労
務
費
に
関
す
る

基
準
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
。
基
準
導
入
の
経
緯

や
考
え
方
、
実
効
性
確
保
策

の
全
体
像
、
入
口
（
契
約
段

階
）
・
出
口
（
支
払
い
段

階
）
に
お
け
る
施
策
な
ど
を

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
。

続
い
て
高
原
豊
明
広
島
県

管
工
事
協
同
組
合
連
合
会
理

事
長
が
「
全
管
連
・
中
国
ブ

ロ
ッ
ク
と
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
の

災
害
時
相
互
応
援
協
定
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
協
定
の
概

要
や
災
害
復
旧
応
援
出
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
、
配
水
管
・
給
水

管
の
管
種
、
水
道
広
域
化
・

官
民
連
携
の
動
向
な
ど
を
説

明
し
た
。

ま
た
本
山
泰
督
青
年
部
協

議
会
会
長
が
青
年
部
の
概
要

や
役
員
、
組
織
体
制
、
活
動

内
容
、
関
係
団
体
と
の
交
流

状
況
な
ど
を
紹
介
し
た
。

こ
の
あ
と
神
奈
川
県
管
工

事
協
同
組
合
連
合
会
が
９
月

８
日
に
横
浜
市
で
開
か
れ
る

全
国
大
会
へ
の
多
数
の
参
加

を
ア
ピ
ー
ル
し
、
事
業
活
動

報
告
、
和
田
均
総
務
担
当
副

会
長
の
あ
い
さ
つ
で
閉
会
し

た
。

労務費基準など学ぶ労務費基準など学ぶ
藤川会長

ホテルベルクラシック東京で開催

近藤国交省室長

手引き骨子案で活発に意見交換

筒井課長
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